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耐寒性が強く、煎茶、かぶせ茶及び玉露として品質が優れる 

 早生の緑茶用新品種「きらり３１」 
 

  温暖化が進むなか、近年、初冬期の急激な温度低下から裂傷型凍害や越冬芽の凍害が頻繁に

起こるようになり、早生種を中心に幼木の枯死や収量の低下が懸念されています。また、消費

者の嗜好の多様化やリーフ茶離れによる緑茶の消費減退等から、荒茶価格の低迷が続き、より

高品質で付加価値の高い品種の育成が強く望まれています。そこで、宮崎県総合農業試験場茶

業支場では耐寒性を備え煎茶のほか玉露やかぶせ茶に加工しても品質が優れる早生の緑茶用新

品種「きらり３１」を育成しましたので、その概要について紹介します。 

☆ 技術の概要 

１．「きらり３１」は、やや早生で耐寒性が強く色沢が優れる「さきみどり」を種子親、早生で

旨味が強く製茶品質に優れる「さえみどり」を花粉親として 1994年に交配した実生群の中か

ら選抜した系統です（写真）。 

２．一番茶の萌芽期及び摘採期は、「やぶきた」より３～４日程度早い早生種です。生葉収量は

一、二番茶ともに多収で、「かなやみどり」以上です（表１）。 

３．製茶品質は一、二番茶とも「やぶきた」や「さえみどり」よりアミノ酸含量が高く、煎茶

として色沢が優れ、内質も温和な香味で「さえみどり」並に良質です。玉露やかぶせ茶に加

工しても「さえみどり」と同等以上に優れます（表 1）。 

４．耐寒性は赤枯れや越冬芽の凍害は「やぶきた」や「さえみどり」より強く、裂傷型凍害も

強です（表１）。耐病虫性は輪斑病には強いですが、炭疽病、赤焼病、もち病、クワシロカイ

ガラムシには弱いです。     表 1 「きらり３１」の特性 

写真「きらり３１」の一番茶の新芽 

 
☆ 活用面での留意点 
１．「きらり３１」は早生種ですが、耐寒性に優れるので、防霜施設が整っている中山間地域を

含む全国の茶産地で栽培が可能です。 

２．輪斑病には強いので防除の必要はありませんが、炭疽病、もち病、赤焼病には弱いので、

発生地域では防除が必要です。クワシロカイガラムシについても弱いので防除が必要です。 

３．詳しいことは、宮崎県総合農業試験場茶業支場（TEL:0983-27-0355）へお問い合わせくだ

さい。    （日本政策金融公庫農林水産事業本部 テクニカルアドバイザー 吉岡 宏）                           
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